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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【発行日】平成25年8月15日(2013.8.15)

【公表番号】特表2012-532626(P2012-532626A)
【公表日】平成24年12月20日(2012.12.20)
【年通号数】公開・登録公報2012-054
【出願番号】特願2012-520121(P2012-520121)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/245    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   9/52     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/39     (2006.01)
【ＦＩ】
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   Ｃ１２Ｎ   9/52    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/21    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/00    　　　Ｈ
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【手続補正書】
【提出日】平成25年6月27日(2013.6.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質に関して変異を含むＥ．ｃｏｌｉ
　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）ポリペプチドを含む免疫原性ポリペプチドであって、前記
変異が、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較して前記免疫
原性ポリペプチドの毒性を低下させ、ここで、前記変異が、ジンシンメタロプロテアーゼ
ドメインの全体またはその一部の欠失、およびジンシンメタロプロテアーゼドメインにお
けるそのプロテアーゼの活性を低下させる点変異から選択され、そして、前記免疫原性ポ
リペプチドは、被験体において前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク
質と実質的に類似する免疫応答を惹起させる、免疫原性ポリペプチド。
【請求項２】
前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質が配列番号１～１９からなる
群より選択されるアミノ酸配列を持つ、請求項１に記載の免疫原性ポリペプチド。
【請求項３】
前記点変異が亜鉛結合残基の変異または触媒性残基の変異である、請求項１～２いずれか
に記載の免疫原性ポリペプチド。
【請求項４】
前記亜鉛結合残基が配列番号１とのアラインメントに基づくアミノ酸番号１３０５である
、請求項３に記載の免疫原性ポリペプチド。
【請求項５】
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前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最後の１００個
のＣ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なく
とも最後の２００個のＣ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）
タンパク質の少なくとも最後の３００個のＣ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ
（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最後の４００個のＣ末端アミノ酸、前記Ｅ．
ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最後の５００個のＣ末端
アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最後
の６００個のＣ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク
質の少なくとも最後の７００個のＣ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ
３５２６）タンパク質の少なくとも最後の７５０個のＣ末端アミノ酸、もしくは前記Ｅ．
ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最後の７５８個のＣ末端
アミノ酸が含まれていないか、または前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タ
ンパク質の少なくとも最初の１００個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（
ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最初の２００個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃ
ｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最初の３００個のＮ末端ア
ミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最初の
４００個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質
の少なくとも最初の５００個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３
５２６）タンパク質の少なくとも最初の６００個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　
ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最初の７００個のＮ末端アミノ酸、
前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最初の７５０個
のＮ末端アミノ酸、もしくは前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質
の少なくとも最初の７６０個のＮ末端アミノ酸が含まれていない、請求項１～４いずれか
に記載の免疫原性ポリペプチド。
【請求項６】
免疫原性ポリペプチドが、以下：
（ａ）配列番号２０～３８、５８～７６および７７～９５からなる群より選択されるアミ
ノ酸配列；
（ｂ）配列番号２０～３８、５８～７６および７７～９５と比較して１個～１０個の１ア
ミノ酸の変化；
（ｃ）配列番号２０～３８、５８～７６および７７～９５のいずれか１つに対して少なく
とも８５％の配列同一性；または
（ｄ）配列番号２０～３８、５８～７６および７７～９５のいずれかと、ペアワイズアラ
インメントアルゴリズムを使用してアラインメントされた場合に、Ｎ末端側からＣ末端側
に向かうｘ個のアミノ酸のそれぞれのムービングウィンドウが、少なくともｘ・ｙ個の同
一であるアラインメントされたアミノ酸を有しており、ここでは、ｘが３０であり、ｙが
０．７５である
を含むアミノ酸配列を含み、前記免疫原性ポリペプチドが、被験体において前記Ｅ．ｃｏ
ｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と実質的に類似する免疫応答を惹起させる
、請求項１～４いずれかに記載の免疫原性ポリペプチド。
【請求項７】
前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質に関して、前記Ｅ．ｃｏｌｉ
　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較して前記免疫原性ポリペプチドの溶解度
を増大させる欠失をさらに含み、前記欠失が、ｇｌｙ－ｓｅｒ領域までのＮ末端アミノ酸
の実質的にすべての除去、Ｎ末端プロリンリッチリピート全体もしくはその一部の除去、
またはそれらの両方である、請求項１～６いずれかに記載の免疫原性ポリペプチド。
【請求項８】
前記欠失が、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較して少な
くとも最初の２０個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）
タンパク質と比較して少なくとも最初の２０個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　Ａ
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ｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較して少なくとも最初の３０個のＮ末端アミノ
酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較して少なくとも最
初の３８個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク
質と比較して少なくとも最初の４０個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（
ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較して少なくとも最初の５０個のＮ末端アミノ酸、前記
Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較して少なくとも最初の６０
個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較
して少なくとも最初の７０個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３
５２６）タンパク質と比較して少なくとも最初の８０個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏ
ｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較して少なくとも最初の９０個のＮ末
端アミノ酸、または前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較し
て少なくとも最初の９４個のＮ末端アミノ酸の除去である、請求項７に記載の免疫原性ポ
リペプチド。
【請求項９】
前記免疫原性ポリペプチドが、単離されているか、精製されているか、または組み換え体
である、請求項１～８いずれかに記載の免疫原性ポリペプチド。
【請求項１０】
請求項１～９いずれかに記載の免疫原性ポリペプチドおよびアジュバントを含む、免疫原
性組成物。
【請求項１１】
請求項１～７いずれかに記載の免疫原性ポリペプチドをコードするポリヌクレオチド。
【請求項１２】
請求項１～７いずれかに記載の免疫原性ポリペプチドをコードするプラスミドを含むＥ．
ｃｏｌｉ細胞。
【請求項１３】
請求項９に記載の免疫原性ポリペプチドを含むワクチン成分。
【請求項１４】
請求項１３に記載のワクチン成分を含むワクチン。
【請求項１５】
アジュバントをさらに含む、請求項１４に記載のワクチン。
【請求項１６】
Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ抗原、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐ
ｎｅｕｍｏｎｉａｅ抗原、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｙｏｇｅｎｅｓ抗原、Ｍｏｒ
ａｘｅｌｌａ　ｃａｔａｒｒｈａｌｉｓ抗原、Ｂｏｒｄｅｔｅｌｌａ　ｐｅｒｔｕｓｓｉ
ｓ抗原、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ抗原、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃ
ｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｓ抗原、Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｔｅｔａｎｉ抗原、Ｃｏｒｎ
ｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｄｉｐｈｔｈｅｒｉａｅ抗原、Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉ
ｎｆｌｕｅｎｚａｅＢ型（Ｈｉｂ）抗原、Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓ
ａ抗原、Ｌｅｇｉｏｎｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｐｈｉｌａ抗原、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃ
ｕｓ　ａｇａｌａｃｔｉａｅ抗原、Ｎｅｉｓｅｒｒｉａ　ｇｏｎｏｒｒｈｏｅａｅ抗原、
Ｃｈｌａｍｙｄｉａ　ｔｒａｃｈｏｍａｔｉｓ抗原、Ｔｒｅｐｏｎｅｍａ　ｐａｌｌｉｄ
ｕｍ抗原、Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｄｕｃｒｅｙｉ抗原、Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　
ｆａｅｃａｌｉｓ抗原、Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃｉｕｍ抗原、Ｈｅｌｉｃｏ
ｂａｃｔｅｒ　ｐｙｌｏｒｉ抗原、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔ
ｉｃｕｓ抗原、Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｅｎｔｅｒｏｃｏｌｉｔｉｃａ抗原、さらなるＥ．ｃ
ｏｌｉ抗原、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｎｔｈｒａｃｉｓ抗原、Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｐｅｓｔ
ｉｓ抗原、Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ抗原、Ｒｉｃｋｅｔ
ｔｓｉａ抗原、Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ抗原、Ｃｈｌａｍｙｄｉ
ａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ抗原、Ｖｉｂｒｉｏ　ｃｈｏｌｅｒａｅ抗原、Ｓａｌｍｏｎｅ
ｌｌａ　ｔｙｐｈｉ抗原、Ｂｏｒｒｅｌｉａ　ｂｕｒｇｄｏｒｆｅｒｉ抗原、Ｐｏｒｐｈ
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ｙｒｏｍｏｎａｓ　ｇｉｎｇｉｖａｌｉｓ抗原、およびＫｌｅｂｓｉｅｌｌａ抗原から選
択されるさらなるワクチン成分をさらに含む、請求項１４または請求項１５に記載のワク
チン。
【請求項１７】
請求項１～９いずれかに記載の免疫原性ポリペプチドを含む免疫原性組成物。
【請求項１８】
アジュバントをさらに含む、請求項１７に記載の免疫原性組成物。
【請求項１９】
前記アジュバントが、（ａ）１体積％～１２体積％の代謝可能な油と、（ｂ）０．２重量
％～２．５重量％の乳化剤とを含み、前記代謝可能な油と前記乳化剤が、実質的に全部が
１ミクロン未満の直径である油滴を持つ水中油型エマルジョンの形態で存在している、請
求項１８に記載の免疫原性組成物。
【請求項２０】
アジュバントが、（ａ）４体積％～５体積％のスクアレンと、（ｂ）ポリオキシエチレン
ソルビタンモノオレエートとソルビタントリオレエートを含む約１％の乳化剤とを含み、
前記スクアレンおよび前記乳化剤が、実質的に全部が１ミクロン未満の直径である油滴を
有する水中油型エマルジョンの形態で存在している、請求項１８に記載の免疫原性組成物
。
【請求項２１】
Ｅ．ｃｏｌｉに対する免疫応答の誘導方法において使用するための、請求項１４～１６の
いずれか１項に記載のワクチンまたは請求項１７～２０のいずれか１項に記載の免疫原性
組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２４３】
　当業者は、「単離された」が、その天然の状態から「人の手によって」変化させられた
ことを意味する。すなわち、それが自然界に存在している場合には、これは変化している
か、もしくはそのもともとの環境から取り出されているか、またはそれらの両方である。
例えば、生存している生命体の中に自然界において存在するポリヌクレオチドまたはポリ
ペプチドは、そのような生存している生命体の中にある場合には「単離され」ていないが
、同じポリヌクレオチドまたはポリペプチドが、その自然な状態において一緒に存在して
いる物質から分離されている場合には、この用語が本開示において使用される限りは、「
単離され」ている。さらに、形質転換、遺伝子操作によって、または任意の他の組み換え
方法によって生命体に導入されたポリヌクレオチドまたはポリペプチドは、そのような形
質転換、遺伝子操作、または他の組み換え方法によって、自然界に存在している生命体と
別の方法では区別することができない生命体を生じる場合を除いて、それがなおも上記生
命体の中に存在する場合でも、「単離された」と理解される。この生命体は、生存してい
る場合も、また生存していない場合もある。
　特定の実施形態では、例えば以下が提供される：
（項目１）
Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質に関して変異を含むＥ．ｃｏｌｉ
　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）ポリペプチドを含む免疫原性ポリペプチドであって、前記
変異が、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較して前記免疫
原性ポリペプチドの毒性を低下させ、そして、前記免疫原性ポリペプチドは、被験体にお
いて前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と実質的に類似する免疫
応答を惹起させる、免疫原性ポリペプチド。
（項目２）
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前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質が配列番号１～１９からなる
群より選択されるアミノ酸配列を持つ、項目１に記載の免疫原性ポリペプチド。
（項目３）
前記変異が、ジンシンメタロプロテアーゼドメインの全体またはその一部の欠失、および
ジンシンメタロプロテアーゼドメインにおけるそのプロテアーゼの活性を低下させる点変
異から選択される、項目１または項目２に記載の免疫原性ポリペプチド。
（項目４）
前記点変異が亜鉛結合残基の変異または触媒性残基の変異である、項目１～３いずれかに
記載の免疫原性ポリペプチド。
（項目５）
前記亜鉛結合残基が配列番号１とのアラインメントに基づくアミノ酸番号１３０５である
、項目１～４いずれかに記載の免疫原性ポリペプチド。
（項目６）
前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最後の１００個
のＣ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なく
とも最後の２００個のＣ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）
タンパク質の少なくとも最後の３００個のＣ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ
（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最後の４００個のＣ末端アミノ酸、前記Ｅ．
ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最後の５００個のＣ末端
アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最後
の６００個のＣ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク
質の少なくとも最後の７００個のＣ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ
３５２６）タンパク質の少なくとも最後の７５０個のＣ末端アミノ酸、もしくは前記Ｅ．
ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最後の７５８個のＣ末端
アミノ酸が含まれていないか、または前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タ
ンパク質の少なくとも最初の１００個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（
ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最初の２００個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃ
ｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最初の３００個のＮ末端ア
ミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最初の
４００個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質
の少なくとも最初の５００個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３
５２６）タンパク質の少なくとも最初の６００個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　
ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最初の７００個のＮ末端アミノ酸、
前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最初の７５０個
のＮ末端アミノ酸、もしくは前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質
の少なくとも最初の７６０個のＮ末端アミノ酸が含まれていない、項目１～５いずれかに
記載の免疫原性ポリペプチド。
（項目７）
免疫原性ポリペプチド断片が、以下：
（ａ）配列番号２０～７６からなる群より選択されるアミノ酸配列；
（ｂ）配列番号２０～７６と比較して１個～１０個の１アミノ酸の変化；
（ｃ）配列番号２０～７６のいずれか１つに対して少なくとも８５％の配列同一性；また
は
（ｄ）配列番号２０～７６のいずれかと、ペアワイズアラインメントアルゴリズムを使用
してアラインメントされた場合に、Ｎ末端側からＣ末端側に向かうｘ個のアミノ酸のそれ
ぞれのムービングウィンドウが、少なくともｘ・ｙ個の同一であるアラインメントされた
アミノ酸を有しており、ここでは、ｘが３０であり、ｙが０．７５である
を含むアミノ酸配列を含み、前記免疫原性ポリペプチドが、被験体において前記Ｅ．ｃｏ
ｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と実質的に類似する免疫応答を惹起させる
、項目１～６いずれかに記載の免疫原性ポリペプチド。
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（項目８）
前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質に関して、前記Ｅ．ｃｏｌｉ
　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較して前記免疫原性ポリペプチドの溶解度
を増大させる欠失をさらに含む、項目１～７いずれかに記載の免疫原性ポリペプチド。
（項目９）
前記欠失が、ｇｌｙ－ｓｅｒ領域までのＮ末端アミノ酸の実質的にすべての除去、Ｎ末端
プロリンリッチリピート全体もしくはその一部の除去、またはそれらの両方である、項目
８に記載の免疫原性ポリペプチド。
（項目１０）
前記欠失が、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較して少な
くとも最初の２０個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）
タンパク質と比較して少なくとも最初の２０個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　Ａ
ｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較して少なくとも最初の３０個のＮ末端アミノ
酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較して少なくとも最
初の３８個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク
質と比較して少なくとも最初の４０個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（
ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較して少なくとも最初の５０個のＮ末端アミノ酸、前記
Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較して少なくとも最初の６０
個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較
して少なくとも最初の７０個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３
５２６）タンパク質と比較して少なくとも最初の８０個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏ
ｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較して少なくとも最初の９０個のＮ末
端アミノ酸、または前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較し
て少なくとも最初の９４個のＮ末端アミノ酸の除去である、項目８に記載の免疫原性ポリ
ペプチド。
（項目１１）
前記免疫原性ポリペプチド断片が、単離されているか、精製されているか、または組み換
え体である、項目１～１０いずれかに記載の免疫原性ポリペプチド。
（項目１２）
アジュバントをさらに含む、項目１～１１いずれかに記載の免疫原性ポリペプチド。
（項目１３）
項目１～９いずれかに記載の免疫原性ポリペプチドをコードするポリヌクレオチド。
（項目１４）
項目１～９いずれかに記載の免疫原性ポリペプチドをコードするプラスミドを含むＥ．ｃ
ｏｌｉ細胞。
（項目１５）
項目１１に記載の免疫原性ポリペプチドを含むワクチン成分。
（項目１６）
項目１５に記載のワクチン成分を含むワクチン。
（項目１７）
アジュバントをさらに含む、項目１６に記載のワクチン。
（項目１８）
Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ抗原、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐ
ｎｅｕｍｏｎｉａｅ抗原、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｙｏｇｅｎｅｓ抗原、Ｍｏｒ
ａｘｅｌｌａ　ｃａｔａｒｒｈａｌｉｓ抗原、Ｂｏｒｄｅｔｅｌｌａ　ｐｅｒｔｕｓｓｉ
ｓ抗原、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ抗原、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃ
ｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｓ抗原、Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｔｅｔａｎｉ抗原、Ｃｏｒｎ
ｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｄｉｐｈｔｈｅｒｉａｅ抗原、Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉ
ｎｆｌｕｅｎｚａｅＢ型（Ｈｉｂ）抗原、Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓ
ａ抗原、Ｌｅｇｉｏｎｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｐｈｉｌａ抗原、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃ
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ｕｓ　ａｇａｌａｃｔｉａｅ抗原、Ｎｅｉｓｅｒｒｉａ　ｇｏｎｏｒｒｈｏｅａｅ抗原、
Ｃｈｌａｍｙｄｉａ　ｔｒａｃｈｏｍａｔｉｓ抗原、Ｔｒｅｐｏｎｅｍａ　ｐａｌｌｉｄ
ｕｍ抗原、Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｄｕｃｒｅｙｉ抗原、Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　
ｆａｅｃａｌｉｓ抗原、Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃｉｕｍ抗原、Ｈｅｌｉｃｏ
ｂａｃｔｅｒ　ｐｙｌｏｒｉ抗原、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔ
ｉｃｕｓ抗原、Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｅｎｔｅｒｏｃｏｌｉｔｉｃａ抗原、さらなるＥ．ｃ
ｏｌｉ抗原、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｎｔｈｒａｃｉｓ抗原、Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｐｅｓｔ
ｉｓ抗原、Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ抗原、Ｒｉｃｋｅｔ
ｔｓｉａ抗原、Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ抗原、Ｃｈｌａｍｙｄｉ
ａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ抗原、Ｖｉｂｒｉｏ　ｃｈｏｌｅｒａｅ抗原、Ｓａｌｍｏｎｅ
ｌｌａ　ｔｙｐｈｉ抗原、Ｂｏｒｒｅｌｉａ　ｂｕｒｇｄｏｒｆｅｒｉ抗原、Ｐｏｒｐｈ
ｙｒｏｍｏｎａｓ　ｇｉｎｇｉｖａｌｉｓ抗原、およびＫｌｅｂｓｉｅｌｌａ抗原から選
択されるさらなるワクチン成分をさらに含む、項目１６または項目１７に記載のワクチン
。
（項目１９）
免疫原性ポリペプチド断片であって、前記免疫原性ポリペプチド断片は、以下：
　（ａ）　配列番号７７～９５からなる群より選択されるアミノ酸配列；
　（ｂ）　配列番号７７～９５と比較して１個～１０個の１アミノ酸の変化；
　（ｃ）　配列番号７７～９５のいずれか１つに対して少なくとも８５％の配列同一性；
または
　（ｄ）　配列番号７７～９５のいずれかと、ペアワイズアラインメントアルゴリズムを
使用してアラインメントされた場合に、Ｎ末端側からＣ末端側に向かうｘ個のアミノ酸の
それぞれのムービングウィンドウが、少なくともｘ・ｙ個の同一であるアラインメントさ
れたアミノ酸を有しており、ここでは、ｘが３０であり、ｙが０．７５である
を含むアミノ酸配列を含み、免疫原性ポリペプチドがＥ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３
５２６）タンパク質と比較して低い毒性を有し、前記免疫原性ポリペプチドが被験体にお
いて前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と実質的に類似する免疫
応答を惹起させる、免疫原性ポリペプチド断片。
（項目２０）
前記免疫原性ポリペプチド断片に、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タン
パク質の少なくとも最初の１０個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒ
ｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最初の２０個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ
　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最初の２５個のＮ末端アミノ酸、
前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最初の３０個の
Ｎ末端アミノ酸、または前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少
なくとも最初の３３個のＮ末端アミノ酸が含まれていない、項目１９に記載の免疫原性ポ
リペプチド断片。
（項目２１）
前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最後の１２５個
のＣ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なく
とも最後の１５０個のＣ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）
タンパク質の少なくとも最後の１７５個のＣ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ
（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最後の２００個のＣ末端アミノ酸、前記Ｅ．
ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最後の２１０個のＣ末端
アミノ酸、または前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくと
も最後の２１７個のＣ末端アミノ酸が含まれていない、項目１９または２０に記載の免疫
原性ポリペプチド断片。
（項目２２）
前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質が配列番号１～１９からなる
群より選択されるアミノ酸配列を持つ、項目１９～２１のいずれか１項に記載の免疫原性
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ポリペプチド断片。
（項目２３）
単離されているか、精製されているか、または組み換え体である、項目１９～２２のいず
れか１項に記載の免疫原性ポリペプチド断片。
（項目２４）
アジュバントをさらに含む、項目１９～２３のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチ
ド断片。
（項目２５）
項目１９～２２のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチド断片をコードするポリヌク
レオチド。
（項目２６）
項目１９～２２のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチド断片をコードするプラスミ
ドを含むＥ．ｃｏｌｉ細胞。
（項目２７）
項目１９～２３のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチド断片を含むワクチン成分。
（項目２８）
項目２７に記載のワクチン成分を含むワクチン。
（項目２９）
アジュバントをさらに含む、項目２８に記載のワクチン。
（項目３０）
Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ抗原、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐ
ｎｅｕｍｏｎｉａｅ抗原、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｙｏｇｅｎｅｓ抗原、Ｍｏｒ
ａｘｅｌｌａ　ｃａｔａｒｒｈａｌｉｓ抗原、Ｂｏｒｄｅｔｅｌｌａ　ｐｅｒｔｕｓｓｉ
ｓ抗原、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ抗原、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃ
ｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｓ抗原、Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｔｅｔａｎｉ抗原、Ｃｏｒｎ
ｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｄｉｐｈｔｈｅｒｉａｅ抗原、Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉ
ｎｆｌｕｅｎｚａｅＢ型（Ｈｉｂ）抗原、Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓ
ａ抗原、Ｌｅｇｉｏｎｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｐｈｉｌａ抗原、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃ
ｕｓ　ａｇａｌａｃｔｉａｅ抗原、Ｎｅｉｓｅｒｒｉａ　ｇｏｎｏｒｒｈｏｅａｅ抗原、
Ｃｈｌａｍｙｄｉａ　ｔｒａｃｈｏｍａｔｉｓ抗原、Ｔｒｅｐｏｎｅｍａ　ｐａｌｌｉｄ
ｕｍ抗原、Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｄｕｃｒｅｙｉ抗原、Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　
ｆａｅｃａｌｉｓ抗原、Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃｉｕｍ抗原、Ｈｅｌｉｃｏ
ｂａｃｔｅｒ　ｐｙｌｏｒｉ抗原、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔ
ｉｃｕｓ抗原、Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｅｎｔｅｒｏｃｏｌｉｔｉｃａ抗原、さらなるＥ．ｃ
ｏｌｉ抗原、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｎｔｈｒａｃｉｓ抗原、Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｐｅｓｔ
ｉｓ抗原、Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ抗原、Ｒｉｃｋｅｔ
ｔｓｉａ抗原、Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ抗原、Ｃｈｌａｍｙｄｉ
ａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ抗原、Ｖｉｂｒｉｏ　ｃｈｏｌｅｒａｅ抗原、Ｓａｌｍｏｎｅ
ｌｌａ　ｔｙｐｈｉ抗原、Ｂｏｒｒｅｌｉａ　ｂｕｒｇｄｏｒｆｅｒｉ抗原、Ｐｏｒｐｈ
ｙｒｏｍｏｎａｓ　ｇｉｎｇｉｖａｌｉｓ抗原、およびＫｌｅｂｓｉｅｌｌａ抗原から選
択されるさらなるワクチン成分をさらに含む、項目２８または項目２９に記載のワクチン
。
（項目３１）
免疫原性ポリペプチド断片であって、前記免疫原性ポリペプチド断片は、以下：
（ａ）　配列番号２０～５７からなる群より選択されるアミノ酸配列；
（ｂ）　配列番号２０～５７と比較して１個～１０個の１アミノ酸の変化；
（ｃ）　配列番号２０～５７のいずれか１つに対して少なくとも８５％の配列同一性；ま
たは
（ｄ）　配列番号２０～５７のいずれかと、ペアワイズアラインメントアルゴリズムを使
用してアラインメントされた場合に、Ｎ末端側からＣ末端側に向かうｘ個のアミノ酸のそ
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れぞれのムービングウィンドウが、少なくともｘ・ｙ個の同一であるアラインメントされ
たアミノ酸を有しており、ここでは、ｘが３０であり、ｙが０．７５である
を含むアミノ酸配列を含み、免疫原性ポリペプチドは、被験体においてＥ．ｃｏｌｉ　Ａ
ｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と実質的に類似する免疫応答を惹起させる、免疫原
性ポリペプチド断片。
（項目３２）
前記免疫原性ポリペプチドに、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク
質の少なくとも最後の１００個のＣ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ
３５２６）タンパク質の少なくとも最後の２００個のＣ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ
　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最後の３００個のＣ末端アミノ酸
、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最後の４００
個のＣ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少な
くとも最後の５００個のＣ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６
）タンパク質の少なくとも最後の６００個のＣ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　Ａｃｆ
Ｄ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最後の７００個のＣ末端アミノ酸、前記Ｅ
．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最後の７５０個のＣ末
端アミノ酸、もしくは前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少な
くとも最後の７５８個のＣ末端アミノ酸が含まれていないか、または前記Ｅ．ｃｏｌｉ　
ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最初の１００個のＮ末端アミノ酸、
前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最初の２００個
のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なく
とも最初の３００個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）
タンパク質の少なくとも最初の４００個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ
（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最初の５００個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．
ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最初の６００個のＮ末端
アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最初
の７００個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク
質の少なくとも最初の７５０個のＮ末端アミノ酸、もしくは前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ
（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最初の７６０個のＮ末端アミノ酸が含まれて
いない、項目３１に記載の免疫原性ポリペプチド断片。
（項目３３）
前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質が配列番号１～１９からなる
群より選択されるアミノ酸配列を持つ、項目３１または項目３２に記載の免疫原性ポリペ
プチド断片。
（項目３４）
前記免疫原性ポリペプチドが、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク
質に関して、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較して前記
免疫原性ポリペプチドの溶解度を増大させる欠失をさらに含む、項目３１～３３のいずれ
か１項に記載の免疫原性ポリペプチド断片。
（項目３５）
前記欠失が、ｇｌｙ－ｓｅｒ領域までのＮ末端アミノ酸の実質的にすべての除去、Ｎ末端
プロリンリッチリピート全体もしくはその一部の除去、またはそれらの両方である、項目
３４に記載の免疫原性ポリペプチド断片。
（項目３６）
前記欠失が、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較して少な
くとも最初の１０個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）
タンパク質と比較して少なくとも最初の２０個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　Ａ
ｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較して少なくとも最初の３０個のＮ末端アミノ
酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較して少なくとも最
初の３８個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク
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質と比較して少なくとも最初の４０個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（
ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較して少なくとも最初の５０個のＮ末端アミノ酸、前記
Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較して少なくとも最初の６０
個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較
して少なくとも最初の７０個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３
５２６）タンパク質と比較して少なくとも最初の８０個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏ
ｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較して少なくとも最初の９０個のＮ末
端アミノ酸、または前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と比較し
て少なくとも最初の９４個のＮ末端アミノ酸の除去である、項目３４に記載の免疫原性ポ
リペプチド断片。
（項目３７）
単離されているか、精製されているか、または組み換え体である、項目３１～３６いずれ
かに記載の免疫原性ポリペプチド断片。
（項目３８）
アジュバントをさらに含む、項目３１～３７いずれかに記載の免疫原性ポリペプチド断片
。
（項目３９）
項目３１～３６いずれかに記載の免疫原性ポリペプチド断片をコードするポリヌクレオチ
ド。
（項目４０）
項目３１～３６いずれかに記載の免疫原性ポリペプチド断片をコードするプラスミドを含
むＥ．ｃｏｌｉ細胞。
（項目４１）
項目３７に記載の免疫原性ポリペプチド断片を含むワクチン成分。
（項目４２）
項目４１に記載のワクチン成分を含むワクチン。
（項目４３）
アジュバントをさらに含む、項目４２に記載のワクチン。
（項目４４）
Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ抗原、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐ
ｎｅｕｍｏｎｉａｅ抗原、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｙｏｇｅｎｅｓ抗原、Ｍｏｒ
ａｘｅｌｌａ　ｃａｔａｒｒｈａｌｉｓ抗原、Ｂｏｒｄｅｔｅｌｌａ　ｐｅｒｔｕｓｓｉ
ｓ抗原、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ抗原、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃ
ｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｓ抗原、Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｔｅｔａｎｉ抗原、Ｃｏｒｎ
ｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｄｉｐｈｔｈｅｒｉａｅ抗原、Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉ
ｎｆｌｕｅｎｚａｅＢ型（Ｈｉｂ）抗原、Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓ
ａ抗原、Ｌｅｇｉｏｎｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｐｈｉｌａ抗原、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃ
ｕｓ　ａｇａｌａｃｔｉａｅ抗原、Ｎｅｉｓｅｒｒｉａ　ｇｏｎｏｒｒｈｏｅａｅ抗原、
Ｃｈｌａｍｙｄｉａ　ｔｒａｃｈｏｍａｔｉｓ抗原、Ｔｒｅｐｏｎｅｍａ　ｐａｌｌｉｄ
ｕｍ抗原、Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｄｕｃｒｅｙｉ抗原、Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　
ｆａｅｃａｌｉｓ抗原、Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃｉｕｍ抗原、Ｈｅｌｉｃｏ
ｂａｃｔｅｒ　ｐｙｌｏｒｉ抗原、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔ
ｉｃｕｓ抗原、Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｅｎｔｅｒｏｃｏｌｉｔｉｃａ抗原、さらなるＥ．ｃ
ｏｌｉ抗原、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｎｔｈｒａｃｉｓ抗原、Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｐｅｓｔ
ｉｓ抗原、Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ抗原、Ｒｉｃｋｅｔ
ｔｓｉａ抗原、Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ抗原、Ｃｈｌａｍｙｄｉ
ａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ抗原、Ｖｉｂｒｉｏ　ｃｈｏｌｅｒａｅ抗原、Ｓａｌｍｏｎｅ
ｌｌａ　ｔｙｐｈｉ抗原、Ｂｏｒｒｅｌｉａ　ｂｕｒｇｄｏｒｆｅｒｉ抗原、Ｐｏｒｐｈ
ｙｒｏｍｏｎａｓ　ｇｉｎｇｉｖａｌｉｓ抗原、およびＫｌｅｂｓｉｅｌｌａ抗原から選
択されるさらなるワクチン成分をさらに含む、項目４２または項目４３に記載のワクチン
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。
（項目４５）
免疫原性ポリペプチド断片であって、前記免疫原性ポリペプチド断片は、以下：
（ａ）　配列番号７７～９５からなる群より選択されるアミノ酸配列；
（ｂ）　配列番号７７～９５と比較して１個～１０個の１アミノ酸の変化；
（ｃ）　配列番号７７～９５のいずれか１つに対して少なくとも８５％の配列同一性；ま
たは
（ｄ）　配列番号７７～９５のいずれかと、ペアワイズアラインメントアルゴリズムを使
用してアラインメントされた場合に、Ｎ末端側からＣ末端側に向かうｘ個のアミノ酸のそ
れぞれのムービングウィンドウが、少なくともｘ・ｙ個の同一であるアラインメントされ
たアミノ酸を有しており、ここでは、ｘが３０であり、ｙが０．７５である
を含むアミノ酸配列を含み、免疫原性ポリペプチドは、被験体においてＥ．ｃｏｌｉ　Ａ
ｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質と実質的に類似する免疫応答を惹起させる、免疫原
性ポリペプチド断片。
（項目４６）
前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最初の１０個の
Ｎ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくと
も最初の２０個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タン
パク質の少なくとも最初の２５個のＮ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒ
ｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最初の３０個のＮ末端アミノ酸、または前記Ｅ．ｃ
ｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最初の３３個のＮ末端アミ
ノ酸が含まれていない、項目３１に記載の免疫原性ポリペプチド断片。
（項目４７）
前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最後の１２５個
のＣ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なく
とも最後の１５０個のＣ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）
タンパク質の少なくとも最後の１７５個のＣ末端アミノ酸、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ
（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最後の２００個のＣ末端アミノ酸、前記Ｅ．
ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくとも最後の２１０個のＣ末端
アミノ酸、または前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質の少なくと
も最後の２１７個のＣ末端アミノ酸が含まれていない、項目３１または４６に記載の免疫
原性ポリペプチド断片。
（項目４８）
前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質が配列番号１～１９からなる
群より選択されるアミノ酸配列を持つ、項目３１～４７のいずれか１項に記載の免疫原性
ポリペプチド断片。
（項目４９）
単離されているか、精製されているか、または組み換え体である、項目３１～４８のいず
れか１項に記載の免疫原性ポリペプチド断片。
（項目５０）
アジュバントをさらに含む、項目３１～４９のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチ
ド断片。
（項目５１）
項目３１～４８のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチド断片をコードするポリヌク
レオチド。
（項目５２）
項目３１～４８のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチド断片をコードするプラスミ
ドを含むＥ．ｃｏｌｉ細胞。
（項目５３）
項目３１～４９のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチド断片を含むワクチン成分。
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（項目５４）
項目５３に記載のワクチン成分を含むワクチン。
（項目５５）
アジュバントをさらに含む、項目５４に記載のワクチン。
（項目５６）
Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ抗原、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐ
ｎｅｕｍｏｎｉａｅ抗原、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｙｏｇｅｎｅｓ抗原、Ｍｏｒ
ａｘｅｌｌａ　ｃａｔａｒｒｈａｌｉｓ抗原、Ｂｏｒｄｅｔｅｌｌａ　ｐｅｒｔｕｓｓｉ
ｓ抗原、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ抗原、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃ
ｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｓ抗原、Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｔｅｔａｎｉ抗原、Ｃｏｒｎ
ｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｄｉｐｈｔｈｅｒｉａｅ抗原、Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉ
ｎｆｌｕｅｎｚａｅＢ型（Ｈｉｂ）抗原、Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓ
ａ抗原、Ｌｅｇｉｏｎｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｐｈｉｌａ抗原、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃ
ｕｓ　ａｇａｌａｃｔｉａｅ抗原、Ｎｅｉｓｅｒｒｉａ　ｇｏｎｏｒｒｈｏｅａｅ抗原、
Ｃｈｌａｍｙｄｉａ　ｔｒａｃｈｏｍａｔｉｓ抗原、Ｔｒｅｐｏｎｅｍａ　ｐａｌｌｉｄ
ｕｍ抗原、Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｄｕｃｒｅｙｉ抗原、Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　
ｆａｅｃａｌｉｓ抗原、Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃｉｕｍ抗原、Ｈｅｌｉｃｏ
ｂａｃｔｅｒ　ｐｙｌｏｒｉ抗原、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｐｒｏｐｈｙｔ
ｉｃｕｓ抗原、Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｅｎｔｅｒｏｃｏｌｉｔｉｃａ抗原、さらなるＥ．ｃ
ｏｌｉ抗原、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｎｔｈｒａｃｉｓ抗原、Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｐｅｓｔ
ｉｓ抗原、Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ抗原、Ｒｉｃｋｅｔ
ｔｓｉａ抗原、Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ抗原、Ｃｈｌａｍｙｄｉ
ａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ抗原、Ｖｉｂｒｉｏ　ｃｈｏｌｅｒａｅ抗原、Ｓａｌｍｏｎｅ
ｌｌａ　ｔｙｐｈｉ抗原、Ｂｏｒｒｅｌｉａ　ｂｕｒｇｄｏｒｆｅｒｉ抗原、Ｐｏｒｐｈ
ｙｒｏｍｏｎａｓ　ｇｉｎｇｉｖａｌｉｓ抗原、およびＫｌｅｂｓｉｅｌｌａ抗原から選
択されるさらなるワクチン成分をさらに含む、項目５４または項目５５に記載のワクチン
。
（項目５７）
配列番号７７～９５のいずれか１つに対して少なくとも９０％の配列同一性を含むアミノ
酸配列を有する免疫原性ポリペプチド断片を含む免疫原性組成物であって、前記免疫原性
ポリペプチド断片に、Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質のＣ末端の
１８０個のアミノ酸が含まれていないか、または、前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ
３５２６）タンパク質のＣ末端の２００個のアミノ酸が含まれていない、免疫原性組成物
。
（項目５８）
前記Ｅ．ｃｏｌｉ　ＡｃｆＤ（ｏｒｆ３５２６）タンパク質が配列番号１～１９からなる
群より選択されるアミノ酸配列を持つ、項目５７に記載の免疫原性組成物。
（項目５９）
アジュバントをさらに含む、項目５７または項目５８に記載の免疫原性組成物。
（項目６０）
前記アジュバントが、（ａ）１体積％～１２体積％の代謝可能な油と、（ｂ）０．２重量
％～２．５重量％の乳化剤とを含み、前記代謝可能な油と前記乳化剤が、実質的に全部が
１ミクロン未満の直径である油滴を持つ水中油型エマルジョンの形態で存在している、項
目５９に記載の免疫原性組成物。
（項目６１）
アジュバントが、（ａ）４体積％～５体積％のスクアレンと、（ｂ）ポリオキシエチレン
ソルビタンモノオレエートとソルビタントリオレエートを含む約１％の乳化剤とを含み、
前記スクアレンおよび前記乳化剤が、実質的に全部が１ミクロン未満の直径である油滴を
有する水中油型エマルジョンの形態で存在している、項目５９に記載の免疫原性組成物。
（項目６２）
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被験体に、項目１６～１８、２８～３０、４２～４４、および５４～５６のいずれか１項
に記載のワクチンまたは項目５７～６１のいずれか１項に記載の免疫原性組成物を投与す
ることを含む、Ｅ．ｃｏｌｉに対する免疫応答の誘導方法。
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